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要旨：教員一人ひとりに給食指導に必要な指導力の形成を図ることが、延いては食育の充実と継続に繋がるとの観点か

ら、国立の教員養成系大学を対象に教育実習に関連する科目と実習の手引き（ハンドブック）における給食指導の扱いを

調査した。その結果、回答を得られた 29 大学（56.9％）のうち、教育実習関連科目において学校給食ならびに給食指導

を扱っていた大学は４大学（13.8％）で、実習の手引き（ハンドブック）に記載していた大学は５大学（17.2％）であっ

た。手引きに掲載されていたのは「手洗い」や「給食当番の服装」の「安全・衛生」に関する内容や、「食事の仕方・マ

ナー」「後片付け」であった。 
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      教員養成系大学  teacher training university 
      教育実習事前指導 prior guidance for teaching practice 

 

１．はじめに 

食育基本法（2015年）の制定により作成されてきた食

育推進基本計画の第１次計画（平成18年度から平成22年

度）から現行の第３次計画（平成28年度から平成32年度）

に亘り、学校給食の充実が継続的に取り上げられ、学校

給食を「生きた教材」として、各教科等における食育の

指導に活用することが示されてきた。また、第２次、第

３次計画においては、十分な給食の時間の確保と指導内

容の充実を図ることが明記されている。このように給食

の時間が食育の絶好な機会であり、食育推進にとって重

要であることが認識されているのは自明であるが、教員

養成段階における学校給食に関する学びは保証されてい

ない。学習指導要領において学校給食は特別活動の学級

活動に組み込まれているが、教員養成系大学の特別活動

に関する科目で学校給食を取り入れている大学は希少で

ある 1) 。 

 現在、給食に配当されている時間は45～50分程度であ

り、この時間内に配膳等の準備から、会食、後片付けを

済ませなくてはならない。さらにこの間に正しい手洗い、

配膳方法、食器の並べ方、はしの使い方、食事のマナー

に加えて、望ましい食事のとり方の習慣化を図ることが

学級担任による給食指導として求められている 2) が、教

員の給食指導に対する自覚が不十分であっては指導も手

薄になる。著者は給食時の担任の指導の有無が、子ども

たちの食事マナーの向上に大きく影響することを明らか

にしてきたことから 3) 、教員一人ひとりに給食指導に必

要な知識の習得と指導力の形成を図ることが、延いては

食育の充実と継続に繋がると捉えている。 

そこで、先の特別活動関連科目における給食指導の扱

いの実態把握に続き、教育実習に関連する科目と実習の

手引き（ハンドブック）における給食指導の扱いを調査

した。 

２．研究方法 

2015年12月から2016年 1 月にかけて、国立の教員養成

系大学51大学（一部に複数学部を含む）を対象に調査を

実施し、29大学から回答を得られた（回収率56.9%)。 

調査内容は、次の２件である。 

①教育実習関連科目（例えば「教育現場体験学習」や

「授業実践基礎学習 」、 「事前学習」など）における学

校給食・給食指導の扱いの有無、有の場合は、教科名、

担当者名と連絡先 
②教育実習の手引き（ハンドブック）の中の学校給食・

給食指導に関する記載の有無、担当者名と連絡先 
 (以下、「教育実習の手引き（ハンドブック ）」 を「手

引き」と記す。 )  ②については、手引き中の学校給食

に関わるページのコピーの同封を依頼した。 
上記の調査の中で特に「手引き」中の記載量が多かっ

た大学については、 2016 年 10 月中旬に相手方に出向

き、大学の教育実習担当教員、付属小学校副校長、同校

教育実習部担当教員、同校栄養教諭の４名のご協力によ
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る聞き取り調査を行った。聞き取りの主な内容は，手引

きに学校給食を取り上げた経緯と，内容を検討した際の

考え方等である。 

３．結果及び考察 

回答を得られた29大学のうち、教育実習関連科目にお

いて、学校給食ならびに給食指導を「扱っている」もし

くは「手引きに記載あり」は９大学であった（表１ ）。

教育実習関連科目において学校給食・給食指導を扱って

いた大学は４大学で内２大学については、付属学校の教

諭等による指導や講話が行われていた。教育実習関連科

目での扱いではないが教養科目や特別活動関連で給食指

導を扱っている大学もあった。「手引きへの記載」の有

無については、６大学が「有」の回答であったが、No５

については、「参加」の項目の文中に「休み時間におけ

る子どもとの遊び、給食指導等も参加の一形態である」

の記述のみであったことから実質的には「無」と判断し

た。したがって、手引きへの記載があった大学は５大学

（17.2％）となった。 

各大学の手引きへの給食指導に関する記載内容を表２

に示した。No３の大学は質問形式で、給食指導で気をつ

けることが記載されていた。No４の大学は「授業以外の

観察」の項目に記載されていた。No７の大学は「一日の

指導の場と方法」の表中に児童の行動と教育実習生の行

動として示されていた。 

No８の大学は記載量が２ページと最も多く、給食指導

の流れと留意点のほかに、食育や学校給食の変遷も概説

されていた。現在、手引きに学校給食を取り上げていな

い大学が、今後、記述を検討する際の参考になる内容で

ある。No８の記載部分の「主な指導の流れと留意点」な

らびに「事故及び非常時の対応について」を、手引きを

制作された付属小学校の許可を得て図１に示した。教育

実習の手引きを受け入れ側の付属小学校が作成している

点にも注目したい。聞き取り調査によると、アレルギー

への対応を取り上げた理由は、付属小学校にエピペンを

常備する実態や公立学校の状況を踏まえてＨ26年度の改

訂より加筆されたとのことであった。また、内容につい

ては新赴任教員用の手引きからの抜粋とのことであった。

「主な指導の流れと留意点」については、児童の活動と

指導の留意点が時系列で示されているので、場面を想像

しながら読み取ることができる。時間については、準備

から配膳に20分、食事に25分になっていた。準備や食事

にかかる時間は学年により異なるが、著者のこれまでの 

調べでは、準備から配膳に15.1± 9.7 分、食事に24.1±

4.0 分、片付けに 6.2 ± 2.3 分 4) で、図中に示されてい

る時間配分は標準的である。指導上の留意点として、

「準備 」、 「配膳 」、 「片付け」においては主に安全と

衛生に関する内容が取り上げられていた。「食事中」に

ついては食習慣や食事マナーの指導のほかに、窒息事故

や嘔吐、アレルギー発症等の非常時の対応が取り上げら

れ、さらに表下に細部に至る注意事項が記載されていた。 

No９の大学は、これまでの大学と指導の視点が異なり、

学級経営の充実の観点から給食の時間を捉えた記述に

なっていた。 

表２に示した記述の全容からキーセンテンスになる部

分を取り出して表３にまとめ、項目を立てて整理したも

のを図として示した（図２ ）。 ３大学以上が取り上げて

いた内容は「安全・衛生」の「手洗い」「給食当番の服

装」と、「マナー」「後片付け」であった。これらの項

目は、学級担当教員が給食指導で指導したいと捉えてい

る内容 5) と合致していた。特に４大学が取り上げていた

「後片付け」は学級担任教員が給食指導で最も重視して

いた内容である。牛乳パックの処理の仕方が三角と四角

で異なるように、「後片付け」の方法は各学校で様々で

ある。しかし、教育実習の事前指導において、「後片付

け」の指導が共同作業による協力や協調性を養うことに

通じることや、限られた時間内に手際よく作業をさせる

ためには適切な指示が必要なことを抑えておくことによ

り実習中の給食指導がスムースになる。さらに、給食指

導の重要性の理解につながると考える。 

「手洗い」は、食の安全をキープする上での基本であ

るにもかかわらず近年の若者の軽視傾向が指摘されてい

ることもあり 6) 、教育実習の事前指導として重視すべき

内容である。 

以上の調査結果から、教員養成系大学における学校給

食ならびに給食指導に関する扱いは、先の特別活動関連

科目と同様に極めて実施傾向が低く、給食指導について

十分な知識を持つことなく、学生らは実習に参加してい

る実態が把握できた。そこで、教育実習前の学生向けの

「給食指導に役立つビデオ教材」の制作と配信に取り組

みたいと考えている。 

４．まとめ  

教員一人ひとりに給食指導に必要な指導力の形成を図

ることが、延いては食育の充実と継続に繋がるとの観点

から、国立の教員養成系大学51大学を対象に教育実習に

関連する科目と実習の手引き（ハンドブック）における

給食指導の扱いを調査した結果、 29 の大学から回答を

得ることができ、以下のことが明らかになった。 
 

･ 教育実習関連科目において、学校給食ならびに給食指

導を扱っている大学は４大学（13.8％）であった。 

・実習の手引き（ハンドプック）に記載している大学は 

５大学（17.2％）あった。 

・教育実習の手引きに掲載されていたのは「手洗い」や

「給食当番の服装」の「安全・衛生」に関する内容や、

「食事の仕方・マナー」「後片付け」で、これらの内容 

 は既報で報告した先生方が重視している内容とほぼ合 
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致していた。 

・以上の結果から、給食指導に関する内容を扱っている 

大学は少なく、給食指導について十分な知識を持つこ

となく、学生らは実習に参加している傾向にあることが

把握できた。 

 
 
表１ 教育実習関連科目（事前指導を含む）における学

校給食・給食指導の扱いの有無、及び手引きへの記載の

有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 各大学の教育実習の手引きへの給食指導に関する

記載内容の全容 

 

＊：資料として図 1 に原頁を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO
手引きへの記載の

有無

1
教育実地研究Ⅲ（初等教育実習）事前
指導，内容の詳細については回答な
し。

作成中

2

教育実践研究A-Ⅲ①における付属小
学校の栄養教諭による指導（３０分程
度）。スライドの一部に文部科学省の｢
食に関する指導」の頁を引用。

無

3
授業科目「小学校教育実習」「中学校教
育実習」で学級経営の内容として扱う。

有

4
教育実習事前指導。手引きに掲載の内
容に基づき，付属学校園の教諭や招聘
した講師による講話の形式。

有

5 教養科目「学校給食考」

参加する内容に
「給食指導も参加
の一形態である」

の記述のみ

6

「特別活動論」の授業で２回扱う。「食育
における学級活動と学校給食の位置づ
け」と，「給食の時間における「望ましい
食習慣の形成」の指導」。

無

7 有

8 有

9 有

有（４大学）

他の授業で扱う（２大
学）

無（３大学）

教育実習関連科目での扱いの有無

No 手引きへの記載内容

3

「学級経営や生徒指導に関わって」の項目に記載
「給食の指導で気をつけることは何ですか」
○給食にかかわる指導内容は、望ましい食習慣をつ
くることです。具体的には、楽しく食事をすること、健康
によい食事の取り方を知ること、給食時には清潔を心
がけること、食事環境の整備などです。給食時間に
は、食事をする時のマナー、バランスよく食べられるよ
うにすること、食事をする前には手を洗うことや毎日ナ
フキンを替えることなどを指導します。そのため、教師
が話すだけでなく、係活動として位置づけ、児童生徒
がそのような習慣づくりができるようにしていくことが
大切です。

4

｢授業以外の観察」の項に記載。
給食：給食当番の服装、当番の準備の仕方、当番へ
の協力の仕方、手洗い、食べ方、食事時間、偏食、分
量、後始末

7

「一日の指導の場と方法」の表中に｢児童の行動」と
「教育実習生」の項目を設定して記載。
｢児童の行動」・給食の準備・食事・かたづけ（身じたく
を整える、うがい・手洗い、給食当番が準備、身じたく
をしたままトイレに行かない、スプーンやおはしのむき
をそろえてかたづける）
「教育実習生の行動」・身じたくを整え、当番の仕事の
手伝い及び児童の指導に当たる。・グループの中に
入って食事をする。・食事中のマナー（食べ方・食事中
の話題など）の指導を行う。・食器類のかたづけ及び
配膳台のふきそうじの指導をする。

8

「学校給食」の項として記載。
１はじめに：食育基本法に関する概説。2学校給食の
変遷　３　給食指導にあたって　（１）学校給食の法的
な位置づけ　（２）主な指導の流れと留意点＊　（３）事
故及び非常時の対応について＊

9

実習生の1日の動きの中に「給食指導」として記載。
○子供たちと先生の心の交流の場とする。
　・子ども達と共に配膳や後片付けをしながら指導を
行う。
　・子どもたちと会話をしながら和やかに食事をする。
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図１ No８の大学の手引き ＊ のページの一部  

 

 ＊：愛媛大学付属小学校「教育実習の手引き」ｐ 120 より 
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表３各大学の教育実習の手引きへの給食指導に関する

キーセンテンス 

 

 

図２各大学の教育実習の手引きへの給食指導に関する内 

容の整理 
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No 手引きへの記載指導内容のキーセンテンス

3

望ましい食習慣：楽しく食事をする（食事環境、食事を
する時のマナー）
健康によい食事の取り方（バランスよく食べられる）
清潔（食前の手洗い，毎日ナフキンを替える）

4
給食当番の服装、当番の準備の仕方、当番への協力
の仕方、手洗い、食べ方、食事時間、偏食、分量、後
始末

7

給食の準備（（身じたくを整える、うがい・手洗い、給食
当番が準備、身じたくをしたままトイレに行かない），
食事・かたづけ（スプーンやおはしのむきをそろえる，
配膳台のふきそうじ）
食事中のマナー（食べ方・食事中の話題）の指導を行
う。・食器類のかたづけ及び配膳台のふきそうじの指
導をする。

8
*

「学校給食」の項として記載。
１はじめに：食育基本法に関する概説。2学校給食の
変遷　３　給食指導にあたって　（１）学校給食の法的
な位置づけ　（２）主な指導の流れと留意点　（３）事故
及び非常時の対応について

9 配膳，後片付け，会話をしながの和やかな食事

大項目 小項目 No３

No４
（観
察事
項）

No7 No8 No9

手洗い ○ ○ ○ ○

うがい ○

ナフキンの取替え ○

給食当番の服装 ○ ○ ○

トイレ関連 ○ ○

換気 ○

異物の混入への注意 ○

配膳表の確認 ○

アレルギー，嘔吐等の非常時
の対応

○

窒息事故の防止 ○

校外への持ち出しの禁止 ○

バランスよく食べる ○

偏食 ○

分量 ○ ○

食べ方 ○ ○

マナー ○ ○ ○

能率よい配膳 ○

後片付け ○ ○ ○ ○

食事時間 ○ ○

楽しい食事環境 ○ ○

その他

安全・衛生

栄養

食事の仕方・
マナー

教員養成系大学における教育実習事前指導等での給食指導の扱い
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